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論文内容の要旨

本論文は，活性汚泥法曝知書の水深を著しく深くした超深層曝気活性汚泥法の性能特性の解明とその実

用化に関する研究の成果をまとめたもので，緒論と本論 6 章，総括ならびに結論から成っている。

緒論では，本研究の意義と目的を述べている。

第 1 章では，活性汚泥法と酸素供給法の視座から，超深層曝気活性汚泥法の史的変遷を考察し，超深層

曝気法の活性汚泥処理への適用について論じている。

第 2章では，ポンプ循環による超深層曝知書の循環・流動について実験的検討を行い，循環水頭比，下

降流速，気液比をパラメーターとして循環・流動を定式化している。

第 3 章では，水深 100mの超深層曝気糟を用いて，水深毎に溶存酸素濃度を測定し，酸素溶解理論か

ら，超深層曝気糟の平均KLa，平均Cs を算出して，その酸素供給性能が従来曝気法のそれよりも著しく

高い乙とを明らかにしている。

第 4章では，超深層曝気糟下降流路における溶存酸素濃度予測のための酸素供給モデル式を導出し，実

験成績と対比してモデルの妥当性を検証している。

第 5 章では，超深層曝気糟の活性汚泥法への適用について検討し，曝気槽内活性汚泥の浄化機能は水深

に影響されないことを明らかにしている。

第 6章では，工場廃水，都市下水，尿尿の各汚水処理に供する超深層曝気活性汚泥実用化フ。ラントを用

いて，その処理性能を従来曝気法と比較検討し，曝気槽の小型化，曝気消費動力の低減を明らかにすると

ともに，乙の優れた酸素供給性能を組み込んだ新しい活用システムを提案している。

総括ならびに結論では，以上の各章で得られた諸結果を本論文の目的に従ってまとめ，本研究の意義と
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将来展望を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，経済的かつ効率的な生物学的下廃水処理法の確立を目的として，超深層曝気活性汚泥法の性

能特性の解明とその実用化に関する研究をまとめたもので，主な研究成果は次の通りである。

(1) 活性汚泥法と酸素供給法の視座から，超深層曝気活性汚泥法の史的変遷を考察し，超深層曝気法の活

性汚泥処理への適用には，本法の性能特性の解明が極めて重要な課題である乙とを論じている。

(2) ポンフ。循環による超深層曝気糟では，下降溺格で安定した気泡流を得る乙とが重要で，安定な気泡流

の形成される下降流速と気液比，循環71<頭をパラメータとして循環・流動を定式化し， 1 0 0 m水深の

超深層曝気躍を用いて，その検証を行っている。

(3) 水深 100mの超深層曝知書を用いて 水深毎の溶存酸素濃度測定値および酸素溶解理論による平均

KLa ，平均Cs の各値を比較検討し，超深層曝知書の酸素移動効率が 6 9--8 3~ぢ，酸素移動動力効

率が 3.3 --4. 9 kg / kW. h となり， 超深層曝気糟は，従来の旋回流式曝知書i乙比べて著しく高い酸素供

給性能をもっ乙とを明らかにしている。

(4) 超深層曝対普下降詐必における溶存酸素濃度予測のための酸素供給モデル式を導出し，これを用いて

算出した任意水深のKLa ， Cs は水深とともに変化するが，その平均値は実測値とよく一致し，酸素供

給モデ1レ式の妥当性を検証している。

(5) 超深層曝知書内活性汚泥の基質除去速度恒数は，水深の差異や高水圧条件下の反復循環にかかわらず，

ほぼ一定で，その浄化機能は水深に影響されず，約 10--30倍のT-BO .D -SS負荷量をかけても

標準活性汚泥法と同程度の処理水質を得る乙とを明らかにしている。

(6) 工場廃水，都市下水，尿尿の各汚水処理に供する超深層曝気活性汚泥法の実用化プラントを用いて，

その処理性能を検討し，標準活性汚泥・法に比べて曝気糟が小型化され 曝気動力が低減できることを検

証するとともに，超深層曝気法の優れた酸素供給性能を組み込んだ新しい活用システムを提案している。

以上のように，本論文で述べられている超深層曝気活性汚泥法は，用地入手困難な立地条件での下廃水

の生物学的浄化技術をはじめ，酸素供給を必要とする各種分野に適用でき得るもので，学術上，実用上有

用な成果であり，水質管理工学特に下廃水の処理技術の発展に寄与すると乙ろが極めて大きい。よって，

本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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